
「
九
条
フ
ェ
ス
タ
」
の
ご
案
内 

五
・
三 

九
条
フ
ェ
ス
タ 

 
 

 

五
月
三
日
（
木
）
憲
法
記
念
日
に
、
恒
例
の
「
九
条
フ

ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
十
三
時
半
〜
十
四
時
ま
で

長
崎
市
民
会
館
前
広
場
に
お
い
て
集
会
の
後
、
十
四
時
か

ら
十
五
時
ま
で
長
崎
駅
高
架
広
場
ま
で
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
九
条
の

会
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
様
々
な
平

和
団
体
や
労
働
組
合
、
民
主
団
体
等

が
参
加
し
ま
す
。
城
山
憲
法
九
条
の

会
の
皆
様
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
を
。 

  

「
県
九
条
の
会
」
主
催
催
事
の
ご
案
内 

五
・
四 

憲
法
さ
る
く 

 
 

 

五
月
四
日
（
金
）
み
ど
り
の
日
に
は
、
県
九
条
の
会
主

催
に
よ
り
、
第
六
回
目
の
憲
法
さ
る
く
（
参
加
費
無
料
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

長
崎
歴
史
文
化
協
会
会
員
九
名
の
講
師
陣
の
案
内
で
、

当
日
は
午
前
十
時
に
長
崎
市
筑
後
町
の
本
蓮
寺
に
集
合
、

筑
後
町
か
ら
西
坂
町
、
御
船
蔵
町
、
天
神
町
を
ま
わ
り
、

銭
座
町
ま
で
、
二
十
六
聖
人
殉
教
地
を
は
じ
め
、
歴
史
史

跡
と
平
和
遺
跡
の
さ
る
く
で
す
。
終
了
・
解
散
は
十
二
時

の
予
定
で
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。 

県
内
の
九
条
の
会
の
動
き 

 

西
浦
上
九
条
の
会  

 
   

西
浦
上
九
条
の
会
は
、
近
年
長
崎
市
立
図
書
館
が
開
館

し
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
一
方
で
、
県
立
図
書
館
の
建

て
替
え
・
移
転
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
二
月

二
十
六
日
（
日
）
十
四
時
か
ら
中
園
町
の
喫
茶
「
け
や
き
」

に
お
い
て
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
館
を
「
平

湯
モ
デ
ル
」
と
し
て
全
国
に
普
及
す
る
た
め
奔
走
さ
れ
て

い
る
元
純
心
女
子
短
大
教
授
の
平
湯
文
夫
さ
ん
（
同
九
条

の
会
の
世
話
人
）
を
囲
ん
で
「
図
書
館
は
平
和
と
民
主
主

義
の
砦
」
と
題
し
て
の
お
話
の
後
、
意
見
交
流
の
会
を
開

催
。 

    
滑
石
九
条
の
会  

 

滑
石
九
条
の
会
は
、
先
の
見
え
な
い
原
発
事
故
の
処
理
、

再
稼
働
へ
の
政
府
や
電
力
業
界
へ
の
不
信
が
高
ま
る
一
方

で
、
原
発
を
な
く
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
る
声
が
高
ま
る
中
、
四
月
二
十
二
日
（
日
）
十
四
時
か

ら
滑
石
地
区
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
長
崎
大
学

環
境
科
学
部
の
冨

塚
先
生
を
招
き
、

「
原
発
は
大
丈
夫

か
」
と
題
す
る
講
演

会
を
開
催
。 

 

 

事
務
局
か
ら  

○ 

世
話
人
会
で
は
、
昨
年
も
実
施
し
好
評
だ
っ
た
「
原 

爆
遺
構
巡
り
」
を
現
在
計
画
中
で
す
。
日
時
、
場
所
な
ど

の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。 

○ 

先
日
、
関
西
電
力
大
飯
原
発
の
再
稼
働
問
題
の
ニ
ュ

ー
ス
を
見
て
い
た
ら
、
通
産
大
臣
が
「
安
全
性
と
必
要
性

を
考
慮
し
た
上
で
の
判
断
」
と
の
発
言
を
し
て
い
た
。
福

島
で
の
原
発
事
故
は
、「
必
要
性
」
と
い
う
大
義
名
分
の
た

め
に
、
東
電
、
政
府
、
原
子
力
安
全
委
員
会
、
原
子
力
保

安
院
が
阿
吽
の
呼
吸
で
「
安
全
神
話
」
を
作
り
出
し
、
東

北
地
方
で
の
過
去
の
大
地
震
の
記
録
に
目
を
つ
ぶ
り
、
万

一
の
対
策
へ
の
備
え
を
怠
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

未
曾
有
の
災
害
、
事
故
三
・
一
一
か
ら
ま
だ
一
年
程
し
か

経
た
な
い
と
い
う
の
に
。
し
か
も
夏
の
電
力
不
足
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
相
も
、
あ
る
べ
き
節
電
対
策
も
語
ら
れ
ぬ

ま
ま
だ
。
佐
賀
の
玄
海
原
発
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
さ

に
身
近
な
問
題
。
城
山
憲
法
九
条
の
会
と
し
て
も
第
三
段

の
学
習
会
や
意
見
交
換
の
会
が
求
め
ら
れ
て
い
る
？ 

○ 

世
話
人
会
で
は
、「
城
山
憲

法
九
条
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
お

近
く
の
会
の
賛
同
者
の
皆
様
方

に
お
配
り
い
た
だ
け
る
方
を
募

っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
最
寄
り
の
世
話
人

ま
た
は
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。 

 


